
1．はじめに

富士電機では従来、科学技術の素晴らしさを子ども
たちに伝えていくために、子どもたちを対象とした理
科教室を積極的に行っている。加えて、小・中学校の
教員を対象に、理科の面白さ、ものつくりの大切さを
伝えるとともに、最新の技術動向などの情報を提供し、
実際の授業に役立てていただくための研修や、子ども
たちのものつくりへの興味・関心を喚起する職場体験
等を行っている。

このたび、当社は、一般社団法人 日本電機工業会
（JEMA）理科教育支援プログラムの「プログラミング
学習編」を活用した教材を開発し、教員と中学生に対
して試験的な体験教室を開催したので、その報告を行う。

2．日野市小学校教員向け体験授業 
（富士電機東京工場：東京都日野市）

2．1　実施目的
2023 年 8 月 8 日に、東京工場が立地している日野

市の小・中学校教員を対象とした民間企業研修におい
て、当社が開発した教材を用いて体験授業を実施した。
民間企業研修は、一般財団法人 経済広報センターか
らの要請に基づき実施しているもので、今回当社が次
世代育成支援にも注力していることの周知に加え、対

象である小学校教員に対して、この教材に対する改善
点等についてご意見をいただくことを目的とした。

2．2　体験授業の様子
日野市の小学校教員 17 名が 4 ～ 5 名のグループ四つ

に分かれて、炊飯器の温度変化の再現実験を体験した。
はじめに、当社の事業・製品と関連付けながら電気

が作られ・送られ・使われる流れを説明し、身近な電
気製品がどうして正しく動作するのか、と発問した後
に、炊飯器を題材においしいご飯を炊くための温度変
化はどうすれば実現できるのかという課題に対し、実
験器具を使って再現することにチャレンジいただいた。

再現実験の 2 回目には理想に近い温度変化を実現
できたグループもあり、難しさにチャレンジすること
を楽しんでいる様子が散見された。

2．3　先生方のご意見
体験授業の最後に、先生方にアンケートを実施して

改善点等を指摘いただいた。

一般社団法人 日本電機工業会（JEMA）理科教育支援委員会は、2010 年度より理科教育支援の一環として、小学校 
6 年生向け理科「電気の利用」単元と連動した授業プログラムを開発し、小学校の先生方を対象に普及活動を行っている。
2023 年度は初の試みとして、同委員会の傘下企業 2 社が、自社主催のイベントにおいてこのプログラムを活用した。
ついては今後、広く会員企業の皆さまに、社会貢献活動を行う際のツールとしてこのプログラムを活用いただきたく、 
前号（日東工業株式会社）に続く第二弾として、富士電機株式会社の活用事例を紹介する。
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〈回答（一部）〉
・理想の温度変化をイメージさせるために、もう少

し丁寧な説明が欲しい
・実験器具の使い方（電池ボックスへのクリップの

つなぎ方等）をちゃんと説明した方が良い
・15 秒ごとのタイムキーピングは児童には難しい

かもしれない
等、貴重な意見をいただくことができた。

3．中学生の職場体験における理科実験 
（富士電機鈴鹿工場：三重県鈴鹿市）

3．1　実施目的
2023 年 9 月 12 日に鈴鹿市の中学生を対象とした

職場体験において、電気への興味を持ってもらうため
の取組みとして、JEMA プログラムを基にした理科
実験を体験してもらった。職場体験では、従来、工場
の紹介から見学、現場での製造実習等を行っていたが、
理科が好きな子どもたちや将来メーカで働きたいと思
う子どもたちがもっと増えてほしいとの思いから、楽
しい理科実験を体験してもらうために、今回、職場体
験の活動の中に取り入れたものである。

3．2　理科実験の様子
職場体験に参加した中学生は 2 名であったため、

実験時には当社社員が一部の役割を分担して実施した。
はじめに、当社の製品が電気を上手に使って生活に

役立っていることを説明し、製品が出来上がるまでの
プロセスにおける各部門の役割や、鈴鹿工場で製造し
ている製品を題材に、製品の設計手順について説明等
を行った。

実験に際しては実験器具のレイアウトを印刷した紙
を用意し、各実験器具をその上に配置・固定すること
で、配置・接続がスムーズに行えるよう独自の工夫も
凝らしている。炊飯器の温度変化に関する再現実験で
は、1 回目の実験結果を改善しようとするあまり、2
回目の実験では温度が上がり切らない結果になってし
まったが、制御の難しさや改善に向けた取組みの繰り
返し（トライアンドエラー）の重要性などを学んでも
らえたと思う。こうした体験が電気を理解し、理科を
好きになってもらう一助になればと考えている。

4．最後に

今回、JEMA で開発したプログラムを活用した理
科教室用の教材を用いて試験的な体験教室を開催した。
今回の体験の様子・指摘を踏まえて教材の改良を行い、
工場・支部等で実施している夏休みの理科教室等への
活用展開を進める予定である。このような理科教室の
体験等を通じて、継続的に子どもたちに電気の面白さ
を伝えていきたい。

「JEMAの理科教育支援活動」に関するご案内

JEMA は、継続して小学校の先生方への理科教育支援活動を実施していくとともに、さらに会員企業で
の当プログラムの活用も進めており、授業案の提供や実験器具の貸し出しなどを行っております。詳しくは、
JEMA ウェブサイトをご覧ください。

今回ご紹介したように、会員企業様にて小学生向けのセミナーなどで「JEMA 理科教育支援プログラム」
を活用いただける場合は、以下事務局までご連絡願います。
■ お問い合わせ先

一般社団法人 日本電機工業会　理科教育支援事業　事務局（企画部内）
TEL 03-3556-5882　FAX 03-3556-5892　E-mail science@jema-net.or.jp

■ JEMA ウェブサイト「JEMA の理科教育支援活動」　URL  www.rikakyoiku.jp

詳しくは 
こちらから▼

中学生による実験の様子 実験結果のグラフ
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